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平
成
十
九
年
度
通
常
総
会
は
、
六
月
八
日
（金）

仙
台
市
秋
保
「
ホ
テ
ル
佐
勘
」
に
お
い

て
、
来
賓
に
宮
城
県
知
事
（
代
理
・
菅
原
産
業
立
地
推
進
課
長
）
、
仙
台
市
長
（
代
理
・

木
村
経
済
局
産
業
政
策
部
経
済
企
画
課
長
）
、
渡
辺
仙
台
市
議
会
議
員
、
宮
城
県
計
量

検
定
所
長
（
代
理
・
星
副
参
事
兼
次
長
）
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
は
、
定
刻
十
四
時
三
十
分
に
千
葉

副
会
長
が
開
会
を
宣
し
、
鍋
島
会
長
挨
拶

の
後
、
平
成
十
九
年
度
計
量
関
係
功
労
者

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
菅
原
産
業
立
地
推

進
課
長
よ
り
知
事
褒
状
者
に
、
鍋
島
会
長

よ
り
会
長
表
彰
者
八
名
・
褒
状
者
七
名
に

そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

ま
た
表
彰
者
を
代
表
し
、
知
事
褒
状
を
受

け
た
大
崎
和
夫
氏
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
表

彰
式
を
終
了
し
ま
し
た
。
続
い
て
来
賓
で

あ
る
菅
原
産
業
立
地
推
進
課
長
、
渡
辺
市

会
議
員
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
、
そ
の
後
、

定
款
第
二
十
四
条
に
基
づ
き
鍋
島
会
長
が

議
長
に
就
任
し
、
議
事
の
審
議
に
入
り
ま

し
た
。
第
一
号
議
案
か
ら
第
五
号
議
案
に

つ
い
て
、
武
田
専
務
理
事
と
齋
藤
事
務
局

次
長
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行
い
、
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
は

役
員
改
選
の
年
で
も
あ
っ
た
為
、
新
役
員

が
選
出
さ
れ
た
と
同
時
に
、
会
長
鍋
島
綾

雄
氏
が
勇
退
さ
れ
、
新
会
長
に
鍋
島
孝
敏

氏
が
選
任
さ
れ
た
。
今
後
、
会
員
か
ら
の

強
い
要
望
も
あ
り
鍋
島
綾
雄
氏
に
は
顧
問

と
し
て
残
っ
て
頂
く
こ
と
に
な
っ
た
。
最

後
に
事
務
局
よ
り
報
告
事
項
が
あ
り
、
副

会
長
平
野
氏
の
閉
会
挨
拶
に
よ
っ
て
終
了

致
し
ま
し
た
。
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宮
城
県
知
事
褒
状

　
　
　
　
（
六
月
八
日
受
賞
）

大
崎
　
和
夫
氏

（
北
日
本
環
境
整
備
㈱
）

東
北
六
県
北
海
道
計
量
協
会

　
　
　
　
　
　
連
合
会
長
表
彰

　
　
　
　
（
十
月
四
日
受
賞
予
定
）

鍋
島
　
綾
雄
氏

（
元
（社）
宮
城
県
計
量
協
会
長
）
感
謝
状

嶺
岸
　
　
優
氏

（
東
北
タ
ー
ボ
工
業
環
境
科
学
研
究
所
）

　
　
　
　
　
　
　
　
計
量
功
労
賞

（社）
宮
城
県
計
量
協
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
（
六
月
八
日
受
賞
）

阿
部
　
裕
一
氏

（
仙
台
環
境
科
学
㈱
）

成
田
　
芳
美
氏
（
日
東
イ
シ
ダ
㈱
）

村
山
　
孝
二
氏

（
日
本
エ
ン
ヂ
ニ
ヤ
ー
・
サ
ー
ビ

ス
㈱
東
北
支
店
）

熱
海
　
周
一
氏

（
（財）
宮
城
県
公
衆
衛
生
協
会
）

藤
田
　
克
則
氏

（
（財）
宮
城
県
公
衆
衛
生
協
会
）

大
村
　
利
昭
氏

（
（財）
宮
城
県
公
衆
衛
生
協
会
）

田
中
　
隆
一
氏

（
愛
知
時
計
電
機
㈱
仙
台
支
店
）

沓
掛
　
正
史
氏

（
東
北
緑
化
環
境
保
全
㈱
）

（社）
宮
城
県
計
量
協
会
長
褒
賞

　
　
　
　
　
（
六
月
八
日
受
賞
）

佐
藤
　
順
生
氏

（
ト
キ
コ
テ
ク
ノ

㈱
東
北
支
店
）

矢
田
　
伯
文
氏
（
日
東
イ
シ
ダ
㈱
）

青
柳
　
光
一
氏
（
日
東
イ
シ
ダ
㈱
）

北
岸
　
正
夫
氏
（
ラ
サ
工
業
㈱
）

橋
本
祐
希
恵
氏

（
日
本
エ
ン
ヂ
ニ
ヤ
ー
・
サ
ー
ビ
ス

㈱
東
北
支
店

）

相
澤
　
公
治
氏

（
㈱
タ
ツ
ノ・
メ
カ
ト
ロ
ニ
クス
東
北
支
店
）

中
谷
　
　
隆
氏

（
㈱
タ
ツ
ノ・
メ
カ
ト
ロ
ニ
クス
東
北
支
店
）

《
第
一
号
議
案
》

平
成
十
八
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
の
会
員
の
状
況
、

理
事
会
及
び
諸
会
議
の
内
容
、

公
益
事
業
と
し
て
、
計
量
記
念

日
事
業
、
工
業
材
料
依
頼
試
験

等
業
務
、
仙
台
市
指
定
定
期
検

査
業
務
、
流
通
事
業
者
の
指
導
、

機
関
誌「
計
量
み
や
ぎ
」の
発
行
、

収
益
事
業
と
し
て
、
特
定
計
量

器
の
代
検
査
事
業
、
材
料
試
験

機
の
検
査
、
計
量
証
明
事
業
、

計
量
管
理
受
託
事
業
、
各
部
会

合
同
研
修
会
等
に
つ
い
て
説
明

し
、
満
場
一
致
承
認
さ
れ
た
。

《
第
二
号
議
案
》

平
成
十
八
年
度
財
務
諸
表
の
承
認

に
つ
い
て

一
般
会
計

　
　
　
五
、
四
七
〇
、
六
七
七
円

受
託
金
特
別
会
計

　
　
二
四
、
三
六
一
、
九
一
五
円

指
定
検
査
機
関
特
別
会
計

　
　
二
七
、
四
二
〇
、
七
五
四
円

収
益
事
業
特
別
会
計

　
　
三
一
、
一
六
七
、
三
一
二
円

な
お
収
益
事
業
特
別
会
計
に
お

い
て
は
、
五
一
八
、
〇
九
三
円

の
当
期
利
益
が
生
じ
、
こ
れ
を

次
年
度
一
般
会
計
の
繰
入
れ
の

決
算
結
果
を
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

《
第
三
号
議
案
》

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）

の
審
議
に
つ
い
て

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
書
の

審
議
に
つ
い
て
は
、
別
掲
の
事

業
計
画
を
原
案
と
お
り
可
決
さ

れ
た
。

《
第
四
号
議
案
》

平
成
十
九
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）

の
審
議
に
つ
い
て

一
般
会
計

　
　
　
五
、
三
五
二
、
〇
〇
〇
円

受
託
金
特
別
会
計

　
　
二
五
、
九
三
七
、
〇
〇
〇
円

指
定
検
査
機
関
特
別
会
計

　
　
二
五
、
七
〇
九
、
一
七
〇
円

収
益
事
業
特
別
会
計

　
　
三
三
、
一
六
六
、
〇
〇
〇
円

の
当
初
予
算
に
つ
い
て
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
た
。

《
第
五
号
議
案
》

理
事
及
び
監
事
の
改
選
に
つ
い
て

役
員
選
考
に
お
い
て
、
新
会
長

に
鍋
島
孝
敏
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

副
会
長
に
千
葉
信
弘
氏
、
伊
達

啓
公
氏
、
専
務
理
事
に
武
田
巖

氏
、
常
務
理
事
に
佐
藤
尚
洋
氏
、

常
任
理
事
に
菅
原
功
氏
、
加
藤

啓
二
氏
、
和
田
岑
生
氏
、
星
敏

男
氏
、
加
藤
清
隆
氏
が
選
出
さ

れ
た
。

退
任
す
る
理
事
に
鍋
島
綾
雄
氏
、

佐
々
木
文
夫
氏
、
斎
藤
博
氏
、

阿
部
健
一
氏
。
重
任
す
る
理
事

二
十
三
名
。
新
た
に
就
任
す
る

理
事
三
浦
誠
氏
、
大
庭
雅
樹
氏
、

浅
野
幸
雄
氏
、
監
事
の
退
任
菊

池
隆
吉
氏
、
新
た
に
就
任
す
る

監
事
に
鈴
木
昇
二
郎
氏
が
承
認

さ
れ
た
。

《
報
告
事
項
》

（1）
顧
問
の
推
薦
に
つ
い
て

本
会
の
会
長
鍋
島
綾
雄
氏
が
、

今
期
で
会
長
を
辞
任
す
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
顧
問
と
し
て
推

薦
さ
れ
た
。

ま
た
、
本
会
顧
問
で
あ
っ
た
宮

城
県
計
量
検
定
所
長
田
中
雄
一

氏
が
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一

日
付
け
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
本

会
顧
問
を
退
任
す
る
こ
と
に
な

り
、
後
任
に
太
田
廣
所
長
が
着

任
さ
れ
た
の
で
、
同
氏
を
本
年

四
月
一
日
付
け
で
本
会
顧
問
に

推
薦
さ
れ
た
。

（2）
計
量
功
労
者
表
彰
に
つ
い
て

宮
城
県
知
事
褒
賞
、
東
北
六
県

北
海
道
計
量
協
会
連
合
会
会
長

表
彰
、
当
協
会
会
長
表
彰
・
褒

賞
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

（3）
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
等

　
　
　
　
　
　
　
日
程
に
つ
い
て

今
年
度
は
（社）
北
海
道
計
量
協
会

の
当
番
で
十
月
三
日
（水）
～
五
日

（金）
予
定
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告

が
あ
っ
た
。

審議風景審議風景

受賞者代表謝辞受賞者代表謝辞
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〔会社概要〕
称　号：日本エンヂニヤー・サービス株式会社

創　立：昭和37年５月15日

　　　　　代表取締役社長　　龍野　廣道

本社所在地：東京都港区三田三丁目２－６

支　店：北海道、東北、東京、名古屋、大阪、中国、九州

営業所：宇都宮、新潟、横浜、静岡、金沢、神戸、高松

出張所：79ヶ所

資本金：9000万円

社員数：700名

グループ会社：㈱タツノ・メカトロニクス（創立：明治44年）

〔営業種目〕
●石油類用各種計量機修理及び維持管理

１．給油所（SS）ガソリン計量機修理、定期管理

２．油槽所等油機器類の修理及び維持管理

３．給油所（SS）用POS並びに各種電算機・釣銭機等修理及

び維持管理

４．油槽所及び給油所跡地土壌調査・分析・修復

５．地下タンク・地価埋設配管の検査

６．地下漏洩油分等の分析検査及び判定

７．サインポール・地下槽・地上槽・油分分離槽のい清掃

および定期点検

８．タンクローリー・移動貯蔵タンク車の漏洩検査

９．給油所（SS）全般の営繕管理

　弊社は親会社である株式会社タツノ・メカトロニクスの「自社製品のアフターサービスの完璧を期す」との方針に基づき、

昭和37年に同社より分離されたサービス部門が基盤となって設立された、技術サービスの専門会社であります。

　南は沖縄、北は稚内まで、全国79ヶ所のサービス網をもち、危険物給油施設の総合メンテナンス会社として、より敏速な

サービス体制を整えています。

　東北6県においては、宮城県の支店を中心に、11ヶ所（サービススポット2ヶ所）の拠点を有し、特定計量器のメンテナンス

及び危険物施設の維持管理は基より、機動力を発揮し災害発動時の迅速な復旧活動をはじめ、地域活動に貢献しています。

〔登録資格〕
●ISO9001 取得

●計量証明事業登録証

●指定調査機関認定証

●地下タンク等定期点検・移動貯蔵タンク定期点検事業者

認定証

●特定計量器届出製造事業者（自動車等給油・大型車載・

小型車載・定置燃料油・液化石油ガス）

●東北管内エリアにおいて、計量士３名

●東北管内エリアにおいて、危険物乙種第４類取得者50名

　
時
節
は
も
う
盛
夏
か
ら
晩
夏
を
向

か
え
る
頃
と
な
り
、
平
成
十
九
年
度

事
業
も
中
盤
を
迎
え
、
盛
ん
に
展
開

さ
れ
て
い
る
時
期
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
中
、
こ
の
四
月
に
赴

任
し
て
か
ら
四
月
も
経
過
す
る
の
に

私
と
し
ま
し
て
は
計
量
行
政
の
何
た

る
か
が
な
か
な
か
理
解
出
来
な
い
で

い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
追
随
不
可
と

さ
れ
な
い
よ
う
に
と
頑
張
っ
て
は
い

る
も
の
の
進
捗
の
な
い
毎
日
を
過
ご
し
、

自
脳
の
脆
弱
さ
に
じ
れ
っ
た
さ
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
い
ま
、
宮
城
県
で
は

昨
年
度
に
策
定
さ
れ
た
”
宮
城
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
“
に
向
け
て
富
県
戦
略
を
展
開

中
で
す
。
そ
れ
に
直
接
関
わ
る
経
済

商
工
観
光
部
の
重
点
方
針
は
、
当
然
、

宮
城
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
軸
に
産
業

振
興
を
図
っ
て
い
く
も
の
と
な
り
ま
す
。

計
量
検
定
所
と
し
て
は
直
接
的
に
こ

の
施
策
展
開
に
関
わ
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
戦
略
の
中
の
「
県
内
企
業

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
引
の
展
開
や
競

争
力
の
強
化
を
図
る
」な
ど
の
施
策
を
、

そ
の
根
底
と
な
る
「
取
引
の
信
頼
と
安

定
」
を
計
量
制
度
の
的
確
な
運
用
に
よ

っ
て
よ
り
確
固
た
る
も
の
に
す
る
。

そ
の
た
め
に
正
確
な
計
量
器
の
供
給

を
と
お
し
て
支
援
す
る
と
言
う
部
分

で
関
わ
り
を
持
っ
て
来
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
県

内
総
生
産
10
兆
円
へ
の
挑
戦
を
経
済

取
引
の
基
盤
の
部
分
に
お
い
て
支
え
、

富
県
戦
略
を
側
面
か
ら
支
援
し
て
い

く
と
言
う
こ
と
で
、
当
所
業
務
の
位

置
づ
け
が
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
計
量
制
度
に
か
か
る
今

日
的
課
題
は
多
く
、
そ
れ
は
こ
の
た
び
、

計
量
行
政
審
議
会
小
委
員
会
の
報
告

書（
案
）に
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
日
の
技
術
が
明
日
に
は
陳
腐
化
す

る
と
い
う
く
ら
い
め
ま
ぐ
る
し
く
進

展
す
る
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
機
能
向
上

等
は
、
今
の
計
量
制
度
体
制
と
に
ギ

ャ
ッ
プ
を
生
じ
さ
せ
て
お
り
、
そ
れ

が
制
度
を
適
切
に
運
営
し
て
い
く
た

め
に
も
当
該
制
度
の
見
直
し
は
必
死

と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
報
告
書
の

と
お
り
に
制
度
の
見
直
し
が
進
む
と

行
政
機
関
と
し
て
の
組
織
は
縮
小
の

一
途
を
た
ど
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
こ
う
い
っ
た
新

し
い
諸
課
題
に
対
処
し
な
が
ら
制
度

を
維
持
進
展
さ
せ
て
行
く
に
は
、
貴

協
会
並
び
に
会
員
の
方
々
の
協
力
さ

ら
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
よ
る

と
こ
ろ
が
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
中
、
貴
協
会
の
顧
問

の
役
務
を
仰
せ
つ
か
り
、
身
の
細
る

思
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
職
員
共
々
よ

ろ
し
く
ご
指
導
、
ご
支
援
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
任
の
あ
い
さ
つ

と
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
貴
協
会
の
ま
す
ま
す
の

発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
繁
栄
と
さ

ら
な
る
弥
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
去
る
７
月
６
日
（金）
、
７
日
（土）
の
両

日
、
今
年
も
恒
例
に
な
り
ま
し
た
一
般

公
開
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
般
公
開
は
県
民
、
と
く
に
青

少
年
を
対
象
と
し
て
技
術
と
ふ
れ
あ
う

場
を
提
供
し
、
来
所
さ
れ
た
皆
様
に
産

業
技
術
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
を
広

く
県
民
に
紹
介
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ

く
た
め
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
「
工
業
製
品
か
ら

食
品
ま
で
」
に
及
ぶ

当
セ
ン
タ
ー
の
設
備
・

機
器
を
使
用
し
た「
も

の
づ
く
り
」
の
楽
し

さ
に
触
れ
な
が
ら
様
々

な
成
果
物
の
展
示

と
体
験
教
室
、
及

び
県
内
の
４
地
域

か
ら
協
力
を
い
た
だ

い
た
竜
紋
塗
り
（
鳴

子
）
、
竹
細
工
（
岩

出
山
）
、
木
材
加
工

（
津
山
）
、
硯
石
加

工
（
雄
勝
）
の
伝
統

工
芸
品
の
展
示
と

そ
の
体
験
教
室
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
内
に
配
置
さ
れ
て
い
る
当

計
量
協
会
に
お
い
て
も
、
「
び
っ
く
り

体
験
！
鉄
筋
破
断
の
驚
き
の
瞬
間
」
と

銘
打
っ
た
建
築
・
土
木
材
料
の
鉄
筋
の

引
っ
張
り
試
験
の
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
普
段
め
っ
た
に
体
験
で
き
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
、（
お
そ
ら
く
見
学
者
全

員
が
初
体
験
と
想
像
し
ま
す
）
引
っ
張

り
試
験
機
を
使
っ
て
太
い
鉄
筋
を
数
ｔ

の
力
で
引
き
ち
ぎ
る（
破
断
）様
子
を
実

演
紹
介
し
ま
し
た
。

　
鉄
筋
破
断
の
瞬
間
を
今
か
今
か
と
目

を
ま
ば
た
か
せ
な
が
ら
息
を
飲
み
、
体

を
構
え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て

突
然「
バ
チ
ー
ン
…
…
、
ド
ス
ー
ン
…
…
」

と
い
う
大
き
な
破
裂
音
に
、
写
真
に
見

ら
れ
る
様
に
一
瞬
両
手
を
握
り
し
め
た

ま
ま
胸
ま
で
も
っ
て
い
っ
た
り
、
両
手

で
耳
を
押
さ
え
た
り
、
身
を
の
ぞ
け
な

が
ら
の
身
震
い
と
同
時
に
、
「
キ
ャ
ー

ッ
!!
ギ
ャ
ー
ー
ー
ー
ー
ッ
」
と
喚
声
を

上
げ
な
が
ら
逃
げ
出
し
た
り
の
驚
き
の

連
続
が
リ
ア
ル
に
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
６
日
は
近
隣
小

学
生
（
４
校
）
の
６
年
生
児

童
２
４
０
人
を
招
待
し
て
、

３
種
の
体
験
教
室
と
６
種

の
実
演
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を

体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
後
日
、
近
隣
小
学
生
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
６
種
の
実
演

紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
う
ち
、

と
り
わ
け
「
鉄
筋
破
断
の

驚
き
の
瞬
間
を
体
験
！
」

に
今
年
も
最
も
興
味
が
あ

り
印
象
強
か
っ
た
ら
し
く
「
鉄
筋
が
細

く
な
っ
て
切
れ
る
瞬
間
は
と
て
も
貴
重

で
大
変
楽
し
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
ま

た
見
学
に
行
き
た
い
。」な
ど
と
い
う
感

想
が
多
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
近
年
、
青
少
年
の「
理
科
離
れ
」が
言

わ
れ
て
い
る
な
か
で
、
こ
の
様
に
幼
児

期
や
小
学
生
時
代
に
様
々
な
体
験
を
す

る
こ
と
に
よ
り
科
学
に
興
味
が
沸
い
て

き
て
、
将
来
科
学
に
対
す
る
関
心
が
芽

生
え
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て
循
環
型
社

会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
再
生
資
源

の
有
効
活
用
と
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
の
育

成
を
目
的
に
、
本
県
の
優
れ
た
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
を「
宮
城
県
グ
リ
ー
ン
製
品
」

と
し
て
認
定
し
、
そ
の
普
及
拡
大
を
目

指
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
過
去

９
年
間
に
県
内
企
業
が
様
々
な
廃
棄
物

を
再
生
利
用
し
て
製
造
し
た
製
品
（
土

木
・
建
築
、
農
業
・
林
業
資
材
、
生
活

用
品
等
）
に
対
し
て
、
本
県
が
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
と
し
て
認
定
し
た
62
品
目
の

展
示
品
を
出
展
し
た
も
の
で
す
。
今
後

と
も
、
県
民
を
あ
げ
て
ま
す
ま
す
こ
れ

ら
の
製
品
を
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
も

の
で
す
。

　
来
年
も
ま
た
開
催

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、

「
見
て
！
作
っ
て
！

遊
ぶ
！
」
と
い
う
よ

う
な
体
験
教
室
に
小

学
生
以
下
の
子
供
達

に
大
変
好
評
で
し
た
。

二
日
間
で
約
９
０
０

名
の
見
学
者
の
方
々

が
訪
れ
好
評
の
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。

　
去
る
６
月
８
日
開
催
さ
れ
た
第
50

回
総
会
で
宮
城
県
計
量
協
会
の
会
長

を
辞
任
す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　
12
期
24
年
間
に
亘
る
在
任
中
に
は

関
係
各
方
面
・
役
員
・
会
員
の
皆
様

方
よ
り
絶
大
な
る
ご
協
力
・
ご
支
援

を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

　
顧
み
れ
ば
47
年
前
（
１
９
６
０
年
）

に
理
事
に
就
任
以
来
早
い
も
の
で
半

世
紀
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
に
協
会
を
取
り
巻
く
環
境
も

目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
し
ま
し
た
が
、

協
会
自
体
も
す
さ
ま
じ
い
変
化
を
遂

げ
ま
し
た
。

　
私
が
会
長
に
就
任
し
た
１
９
８
３

年
当
時
は
専
従
職
員
０
で
事
務
局
長

は
検
定
所
長
が
兼
務
と
い
う
状
況
で

し
た
か
ら
、
計
量
検
定
所
に
完
全
に

お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
の
状
態
で
し
た
。

こ
の
状
態
は
宮
城
県
だ
け
で
な
く
殆

ど
の
県
で
も
似
た
り
寄
っ
た
り
で
し
た
。

　
私
は
就
任
に
当
た
っ
て
計
量
協
会

は
文
化
団
体
で
ご
ざ
い
ま
す
と
威
張

っ
て
見
て
も
、
専
従
職
員
一
人
も
置

け
な
い
よ
う
な
団
体
で
は
ダ
メ
、
先

ず
財
政
基
盤
を
強
化
が
必
要
で
、
そ

の
た
め
に
は
事
業
を
や
り
収
入
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま

し
た
。

　
幸
い
就
任
直
前
、
副
会
長
時
代
に

計
量
士
に
よ
る
代
検
査
事
業
に
取
り

組
む
総
会
決
議
を
取
っ
て
あ
り
ま
し

た
の
で
計
量
士
と
事
務
員
〔
斉
藤
悦
子

さ
ん
〕
２
人
の
専
従
職
員
を
採
用
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
各
県

の
協
会
で
も
代
検
査
事
業
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
が
殆
ど
が
外
部
計
量
士
と

委
託
契
約
で
し
た
。
専
従
職
員
だ
け

で
代
検
査
事
業
を
や
っ
た
の
は
宮
城

県
計
量
協
会
だ
け
で
し
た
。
こ
の
こ

と
が
宮
城
県
計
量
協
会
の
今
日
の
体

制
を
築
く
基
に
な
り
、
そ
の
後
計
量

証
明
事
業
・
工
業
材
料
試
験
分
析
業

務
・
仙
台
市
指
定
定
期
検
査
機
関
・

郵
政
公
社
計
量
管
理
事
業
と
次
々
と

立
ち
上
げ
た
事
業
も
す
べ
て
事
務
局

職
員
の
み
で
実
施
す
る
と
い
う
全
国

一
の
協
会
組
織
へ
の
発
展
に
繋
が
り

ま
し
た
。

　
協
会
事
務
局
員
14
名
中
60
才
代
３
名
、

50
才
代
２
名
、
30
才
代
４
名
、
20
才

代
５
名
と
い
う
理
想
的
な
年
齢
バ
ラ

ン
ス
で
あ
り
、
し
か
も
14
名
中
、
計

量
士
有
資
格
者
６
名
と
い
う
強
力
な

体
制
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地

計
協
と
し
て
は
全
国
何
処
も
真
似
の

出
来
な
い
日
本
一
の
組
織
で
あ
り
、

宮
城
県
計
量
協
会
の
実
力
は
周
囲
の

認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
上
部
団
体

の
日
本
計
量
振
興
協
会
の
副
会
長
に

も
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

宮
城
県
計
量
協
会
の
会
長
を
永
年
に

亘
り
勤
め
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
は
私

に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
名
誉
で
あ
り
、

生
涯
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　
有
難
い
こ
と
に
こ
の
名
誉
あ
る
協

会
の
顧
問
に
推
薦
頂
き
、
幸
い
体
も

未
だ
元
気
で
あ
り
ま
す
の
で
今
後
は

別
の
立
場
で
協
会
発
展
の
お
手
伝
い

が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
長
い
間
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。



（6）平成19年8月1日発行第６９号

　
新
渡
戸
稲
造
博
士
が
ベ
ル
ギ
ー
滞
在

中
に
「
日
本
で
は
宗
教
教
育
を
し
て
い

な
い
の
か
？
」
と
問
わ
れ
て
、
そ
れ
に

代
わ
る
日
本
人
の
精
神
的
支
柱
を
欧
米

人
に
示
す
た
め
に
、
義
、
勇
、
仁
、
礼

等
を
中
核
と
し
た
「
武
士
道
」
を
述
べ
ら

れ
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
近
頃
の
事
件
を
ふ
り
返
る
と
、
介
護

事
業
を
利
用
し
た
介
護
料
金
の
水
増
し

詐
欺
事
件
の
よ
う
な
社
会
的
弱
者
を
騙

し
て
金
も
う
け
を
し
た
「
コ
ム
ス
ン
」
、

こ
の
親
会
社
が
「
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル
」
、
日

本
語
に
す
る
と
、
親
切
と
か
好
意
で
す
。

豚
肉
、
鶏
肉
、
腐
っ
た
肉
を
混
入
し
て

牛
肉
コ
ロ
ッ
ケ
と
し
た
り
、
消
費
期
限

を
の
ば
し
た
り
と
デ
タ
ラ
メ
な
事
を
し

て
金
も
う
け
を
し
た「
ミ
ー
ト
ホ
ー
プ
」、

こ
の
ホ
ー
プ
を
日
本
語
に
す
る
と
希
望

で
す
。
別
に
お
笑
い
の
ネ
タ
を
紹
介
し

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
も
っ
と
驚
い
た
事
件
は
、
検
事
総
長

出
身
で
元
公
安
調
査
庁
長
官
の
不
動
産

詐
欺
事
件
で
し
た
。
「
武
士
道
」
の
国
日

本
は
ど
こ
へ
や
ら
。
三
年
前
、
年
金
改

革
法
が
立
法
化
さ
れ
、
参
議
院
選
挙
が

年
金
選
挙
で
示
さ
れ
た
の
は
未
だ
記
憶

に
新
し
い
の
に
、
今
回
の
参
議
院
選
挙

も
社
会
保
険
庁
の
ず
さ
ん
な
仕
事
の
年

金
記
録
漏
れ
が
問
題
に
な
り
、
ま
た
年

金
選
挙
の
形
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
会
の
第
五
十
回
通
常
総
会
が
無

事
終
了
し
ま
し
た
。
長
年
協
会
を
指
導

し
、
多
彩
な
事
業
を
展
開
さ
れ
て
他
県

に
自
慢
の
出
来
る
協
会
に
さ
れ
た
鍋
島

会
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
私
が
当
協

会
員
に
な
っ
た
頃
よ
り
指
導
し
て
い
た

だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
場
を
借
り
て
謝
辞
を
申
し
あ

げ
ま
す
。
今
後
は
新
会
長
、
新
役
員
の

も
と
、
協
会
運
営
に
努
力
を
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
編
集
委
員
長
　
加
　
藤

【期　　日】平成19年９月13日（木）～14日（金）

【場　　所】盛岡セイコー工業株式会社（ウオッチ製造）

　　　　　　水沢市及源鋳造株式会社（南部鉄器製造）

【参加費用】￥15,000

【申込期日】平成19年８月10日（金）

　　　　　　（社）宮城県計量協会

　　　　　　※定員になり次第締め切りといたします。

【日　　時】平成19年10月３日（水）～５日（金）
【場　　所】札幌市中央１条12丁目「北海道厚生年金会館」
【視察観光】藻岩山ロープウェイ→大倉山ジャンプ競技場
　　　　　　→サッポロビール園
【参加費用】￥26,000（交通費別）
【申込期日】平成19年８月17日（金）
　　　　　　（社）宮城県計量協会まで　246－2466

【期　　日】平成19年10月27日（土）　10：00～14：00
【場　　所】八木山動物公園
　＊イベント内容＊
　◆　健康測定コーナー
　◆　動物の重さ、長さ当てコーナー
　◆　111グラムを当てよう
　◆　計量記念日ポスター展示
　◆　記念品の配布

場所：仙台市南光台3－1－13
TEL：022－251－0189

至
六
丁
の
目

至坂下交差点

至
富
谷

至八乙女

ラーメン
赤レンガ

（
退
職
者
）
三
月
三
十
一
日
付

所
　
長
　
　
　
田
中
雄
一

副
参
事
兼
次
長
（
総
括
）

　
　
　
　
　
　
森
　
喜
一

（
転
入
者
）
四
月
一
日
付

所
　
長
　
　
　
太
田
　
廣

　
（
白
石
高
等
技
術
専
門
校
）

副
参
事
兼
次
長
（
総
括
）

　
星
紀
夫
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

）

主
　
事
　
　
　
小
林
　
清

　
　
　
（
仙
台
土
木
事
務
所
）

（
昇
格
者
）
四
月
一
日
付

技
術
主
査
　
　
千
田
　
拓

　
　
　
　
　
　
　
（
技
師
）

（
転
出
者
）
六
月
一
日
付

主
　
事
　
　
鈴
木
惣
一
郎

　
　
　
（
総
務
部
消
防
課
）

　
平
成
十
九
年
一
月
二
十
三
日
（火）
仙
台
地
方
裁

判
所
に
お
い
て
、「
裁
判
員
制
度
」に
つ
い
て
、
二

十
九
名
参
加
の
も
と
、
午
後
一
時
三
十
分
～
三

時
三
十
分
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
「
評
議
」
の
映
画
上
映
の

後
、
講
師
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁

判
所
事
務
局
・
総
務
課
長
補
佐
菅

原
徳
靖
氏
か
ら
裁
判
員
制
度
の
あ

ら
ま
し
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
国
民
の
司
法
参
加
を
実
現
す
る

制
度
と
し
て
、
こ
の
制
度
の
創
設

を
内
容
と
す
る
「
裁
判
員
の
参
加

す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」

が
平
成
十
六
年
五
月
二
十
八
日
に

公
布
さ
れ
平
成
二
十
一
年
五
月
ま

で
の
間
に
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う
こ
と
で
次
の

よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
た
。

一
、
裁
判
員
制
度
は
な
ぜ
導
入
さ
れ
る
の
か
。

二
、
裁
判
員
が
参
加
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な

事
件
な
の
か
。
三
、
裁
判
員
は
ど
の
よ
う
に
し

て
選
ば
れ
る
の
か
。
四
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
た

ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
。
五
、
裁

判
員
に
な
る
た
め
に
、
資
格
は
い
ら
な
い
の
か
。

六
、
裁
判
員
は
法
律
の
こ
と
を
知
ら
な
く
て
も

大
丈
夫
な
の
か
。
七
、
裁
判
員
に
な
る
こ
と
を

辞
退
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
。
八
、
裁
判
員

と
な
る
た
め
に
仕
事
を
休
む
こ
と
は
で
き
る
の

か
？
ま
た
、
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と

で
会
社
か
ら
解
雇
さ
れ
る
よ
う
な

こ
と
は
な
い
の
か
？
九
、
裁
判
員

の
守
秘
義
務
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
？
十
、
裁
判
員
に
な
っ
た
こ

と
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
か
？
十
一
、
裁
判
は
時
間
が
か

か
る
の
で
は
な
い
の
か
？
十
二
、

裁
判
員
に
日
当
や
交
通
費
は
支
払

わ
れ
る
の
か
？
十
三
、
裁
判
員
候

補
者
と
し
て
裁
判
所
か
ら
呼
ば
れ

る
可
能
性
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
？

等
々
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。
宮
城
県
の
場
合
は
、

六
三
〇
〇
人
に
一
名
の
確
立
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
説
明
が
定
刻
に
終
了
し
、
参
加
者
は
、
実
際

に
法
廷
内
の
見
学
で
裁
判
官
の
席
検
察
官
の
席

等
に
座
り
興
味
を
も
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

　レンゲいっぱい

に盛られた浅い緑

の物体。

　実はこれ、ワサ

ビなんです。写真

で見るとかな～り

辛そうなこのラー

メン。見た目に反

してアッサリとした和風塩味。その和風塩味の

スープによく絡む麺、ほんのりと香るワサビが

食欲をそそります。

　他にも個性的なラーメンがたくさん。ユーモ

ラスな店長さんのトークも楽しみの一つです。

　蒸し暑いこの時期。冷たいビールもいいですが、

たまにはこんなサッパリとしたラーメンもいか

がでしょう。

旭
ヶ
丘
駅

清
月
記

グリーン
マート

カワチ薬局ニトリダイシン

うなぎ竹亭

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ

コ
コ
ス

東
京
イ
ン
テ
リ
ア

4号バイパス

仙台市医療
センター

メガネ
パリーミキ


